
（詳しくはこちら）
https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kihyo04/200616.html

また、令和元年は男女共同参画社会基本法の施行から20年の節目の年であったことから、
「女性農業者」を食料・農業・農村白書で初めて特集として取り上げています。
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「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第７回選定）
優良事例の募集開始

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、「強い農
林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現のため、
農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地
域の活性化や所得向上に取り組んでいる優良な事例を選
定し、全国への発信を通じて他地域への横展開を図るも
のです。
このため、他の地域の参考となるような優れた地域活

性化の取組を募集します。
選定された地区に対しては、選定証の授与を行うととも
に、「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」特設Webサ
イトでの活動の紹介などを通じて、全国的な情報発信を
行います。

農林水産省は、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現のため、「ディ
スカバー農山漁村（むら）の宝」（第7回選定）の優良事例を令和2年7月1日（水曜日）か
ら9月4日（金曜日）まで募集します。

【特設Webサイト】

https://www.discovermuranotakara.com/

また、近畿管内（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）より応募のあっ
た取組について、近畿農政局において近畿地域独自の視点を加えたうえで、地域の活性化や
農林漁業者の所得向上に資する取組等について、「近畿ディスカバー農山漁村（むら）の
宝」（第4回選定）として選定。結果については、近畿農政局のホームページ等において公
表するとともに、近畿農政局より選定証を交付する予定です。

「令和元年度食料・農業・農村白書」が公表されました

農林水産省は、令和2年6月16日に「令和元年度食料・農業・農村の動向」及び「令和2年
度食料・農業・農村施策」をまとめた食料・農業・農村白書を公表しました。今回の白書で
は、冒頭に特集を2テーマ設け、「新たな食料・農業・農村基本計画」、「輝きを増す女性
農業者」について記述しています。新たな基本計画は令和2年3月に策定され、今後の農政
の中長期ビジョンとなるものです。



白なす、黄ズッキーニ、赤ダイコンなど色鮮やか
キッシュの卵は芦田ポートリーから

農家民宿経営のお母さんと

丹波の手と手を繋いで！

丹波市に新規就農で移住し、農家カフェ「tete」をオー
プンした岡田美穂さんにお話しを伺いました。

「お母さんは私が大きくなったらおばあちゃんみたいに
野菜を届けてくれるん？」娘のそんな一言をきっかけに、
農業の経験がないまま西宮市から平成28年に移住しました。

ランチとカフェメニューが中心の営業で、ランチプ
レートには、季節の自家製野菜とハーブを約30種類、ト
マトだけでも6種類使っています。野菜や果物は父母の
民宿で使用するものと合せて150種類ぐらい栽培してい
て、その季節に採れた良いものを組み合わせてメニュー
を考えています。
野菜のほかにも、ベーコンやテリーヌも民宿での手づ

くり。仲良くなった養鶏場やコーヒー屋さんから仕入れ
た卵やコーヒー豆なども使っていて、提供するメニュー
には丹波産のものが盛りだくさんです。

月の半分は農業で、あとはカフェの仕込み、西宮へのト
マトの販売、持ち帰り用のビスコッティやジャム作りなど
で忙しく、限られた日しかカフェをオープンできていない
ですが、来ていただいた方に美味しいと喜んでもらえ、子
供たちも一緒になって野菜を育てたり、充実しています。
今後はブルーベリー畑を増やして摘み取り体験や、それ

を使ったジェラートの提供、トマトをソースにした加工品
の販売なども考えていて、たくさんの人にとって楽しい場
所にしていきたいと思っています。

お世話になったたくさんの方の「手」が加わり、手と手が繫がって念願の「手」づくり
カフェができたので、「tete」という名前になりました。

母方の祖父母が丹波で農業をしており、そこにUター
ンで帰った父母が農家民宿を始めていたので、その手伝
いから始めました。美味しいものと料理が大好きで、そ
の素材となる野菜を、ただ作るよりも誰かにその場で味
わってもらえたらやりがいがあるなあと考え、民宿の隣
の納屋をリノベーションしてカフェをオープンしました。

令和２年 夏休み子ども見学デーについて

近畿農政局兵庫県拠点では、関係機関及び国の行政機関の協力
を得て、平成３０年から実施している「夏休み子ども見学デー」
について、今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を
考慮し、「令和２年 夏休み子ども見学デー」 は実施しないこと
といたしましたので、お知らせいたします。
なお、農林水産省では、ホームページでキッズサイト（こども

のためのコーナー）を開設しておりますので、ご利用ください。

（農林水産省：キッズサイトはこちら）
https://www.maff.go.jp/j/kids/



総合化事業計画を再認定 ～丹波市・（株）芦田ポートリー～

（株）芦田ポートリーは、平成２４年９月に法人化し
丹波市でケージ飼い・平飼い併せて約１１，０００羽を
飼養し、年間約２００トンの鶏卵を生産しています。
なお、平飼いでは風通しの良い開放鶏舎で有用な土壌

菌を鶏の飼料や鶏舎内の土地に活用し、「平飼い卵」と
して美味しく健康な卵として評価されています。
平成２５年２月には総合化事業計画の認定を取得し、

平飼い卵を使ったスイーツと惣菜加工に取り組み、鶏
卵・加工品ともに自然食品を取り扱うカタログ通販会社
への卸売、自社店舗やイベントにおいて直接販売を行っ
ています。

加西市で「スマート農業入門研修」が開催されました。
令和２年７月９日（木曜日）に農業大学校学生（２年生）

及び新規就農者等約６０名が参加した「スマート農業入門
研修」が、兵庫県立農業者大学校及び農事組合法人あぐり
～ど玉野ほ場等にて開催されました。

今回、令和２年５月２９日に再度認定を取得した総合化事業計画では、自社鶏卵を活用し
て飲食店向けスイーツなどを自社加工場で製造・冷凍し飲食店に販売する計画です。

既存商品の
プリン・ブ
リュレ・ケー
キなども好評
を得ているこ

当日は、農業大学校体育館にて近畿農政局長が出張講座
「スマート農業の展開」を行い、加西市玉野町に移動し農
事組合法人あぐり～ど玉野 ブランドマネージャー高井 淳
匡氏の講義「土地利用型農業におけるスマート農業の取り
組みについて」と現地視察（自動給水システム、ドロー
ン・ヘリによる湛水直播栽培実証圃場）が行われました。

総合化事業計画は、六次産業化・地産地消法に基づき、農林漁業者等が農林水産物等の
生産及びその加工又は販売を一体的に行う事業活動に関する計画のことで、農林漁業者等
の所得の向上や農林漁業経営の改善を図ることを目的として国が認定を行っています。

スマート農業とは、ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・精密化や高
品質生産を実現する等を推進している新たな農業のことです。
日本の農業の現場では、課題の一つとして、担い手の高齢化が急速に進み、労働力不足

が深刻となっています。
そこで、スマート農業を活用することにより、農作業における省力・軽労化を更に進め

られる事が出来るとともに、新規就農者の確保や栽培技術力の継承等が期待される効果と
なります。
（詳しくはこちら） https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/index.html

とから、新商品の飲食店向けス
イーツなどの開発とあわせて、
更なる販路拡大に取り組むこと
としています。



近年は、観測史上最大とか記録的な大雨などが頻繁に発生しています。しかし、アメダスの運用
開始は１９７４年からなので、様々な角度での観測値（１時間当たり雨量など）は、常に更新され
ているようです。気象庁の出来る前、江戸時代以前には、こういった異常気象的な現象も多かった
のかもしれません。とは言いながらも、自分の住んでいる地域に特別警報などが出されたら、少な
くとも生まれて初めての事と肝に銘じて十分用心することは忘れないでください。（Ｙ・Ｏ）

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2020.07

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

「食かけるプライズ2020」の募集開始

「令和2年度 農薬危害防止運動」を実施しています。

（詳しくはこちら）

https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/
wasyoku/200619.html

農林水産省は、農薬取締法、毒物及び劇物取締法等に基
づいた、農薬の適正な取扱いについて関係者を指導してい
ます。
農薬の使用に伴う人や家畜への危害を防止するためには、

農薬を使用する機会が増える6月から8月に指導を強化する
のが効果的です。「農薬危害防止運動」は、その一環とし
て実施するものです。
令和2年度は、運動のテーマを「農薬は 周りに配慮し

正しく使用」と設定し、周辺の環境への農薬の飛散防止を
徹底することなどを重点的に指導しています。

（詳しくはこちら）

https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/
nouyaku/200515_22.html

農林水産省は、訪日中の食に関わる体験をした外国人が
帰国後も日本の食を再体験できるような環境整備を図り、
日本産農林水産物・食品の輸出拡大につなげていく「食か
けるプロジェクト」の一環として、日本各地の食・食文化
を深く知ることができる食体験を表彰する「食かけるプラ
イズ2020」の募集を開始しています。

なお、募集期間は、令和2年8月16日（日曜日）までと
なっております。


